
 

 

ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲに集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2022 年度 
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２０２２年９月２８日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合九州地協第 31 回定期委員会開催 

 

ＪＲ連合九州地方協議会は９月 17 日、福岡市「リファレンス大博多ビル」において、

総勢約 40 名出席のもと第 31 回定期委員会を開催し、2022 年度の活動方針を決定した。 
 

 冒頭、九州地協を代表して挨拶に立った芦原秀己議長（ＪＲ九州労組中央執行委員長）

は、安全の確立、組織の強化、労働条件改善と政策課題について所感を述べ、「今年はＪ

Ｒ連合結成 30 周年、鉄道開業 150 周年の節目であり、

我々は転換点に立っている。大きな社会変化の中、持続

可能な産業となるべくＪＲ産業は変革しつつあるが、

我々は安全を不断に追求していくとともに、将来を見

据え、組合員の不安を取り除かなければならない。各単

組が連携して取り組んでいこう」と呼びかけた。 

 ＪＲ連合からは森安祐貴産業政策局長が出席し、コロナ禍によるダメージを受け続け

ているＪＲ産業の現状や、ポストコロナを見据えた各種政策課題や、民主化当該単組に

おける組織拡大をはじめとする組織課題などの直近の情勢を報告し、課題解決に向けた

取り組みへの協力を要請した。 
 

 議事では、木村智隆事務局長（ＪＲ九州労組中央執行副委員長）より経過報告及び 2022

年度の活動方針等の議案が提起され、全ての議案が満場一致で承認された。役員選出で

は、石田雅人常任委員が退任し、新たに赤松重幸常任委員（貨物鉄産労九州地区本部書

記長）が選出された。そして、田代済人副議長（貨物鉄産労九州地区本部執行委員長）

より「各種課題の解決や政策実現を図るべく、来週の統一地方選挙の取り組みを要請す

る。ＪＲ連合の旗の

もとに結集しよう」

と閉会の挨拶を述

べ、最後に芦原議長

の団結ガンバローで

定期委員会を締めく

くった。 


